
拡
大
す
る
金
融
犯
罪
に
対
抗

不正取引対策特集

統
合
的
な
Ａ
Ｍ
Ｌ
支
援

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
強
み

セ
ブ
ン
銀
の
知
見
活
用

兆
候
察
知
で
未
然
防
止

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査
で
実
績

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
活
用
も

　
警
察
庁
は
、
２
０
１
９
年
に
発
生
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
不
正
送
金
の
被
害

件
数
が
前
年
の
５
・
８
倍
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
金
融
機
関
は
限
ら
れ
た
人
員
で
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
、
高
度
化
と
効
率
化
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
本
特
集
で
は
、
ア
ン
チ
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
Ａ
Ｍ
Ｌ
）
や
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）
を
支
援
す
る
３
社
を
紹
介
す
る
。

不
正
取
引
の
低
減
に
向
け
て
、
金
融
機
関
の

社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る

　

年
４
月
に
改
定
さ
れ

た
「
疑
わ
し
い
取
引
の
参

考
事
例
」
で
は
、
項
目
の

追
記
が
な
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
や
ブ
ラ
ウ
ザ
ー

言
語
な
ど
を
把
握
す
る
必

要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
度
化
が
求
め
ら
れ
る
な

か
「
課
題
認
識
は
あ
っ
て

も
、
実
対
策
ま
で
手
が
回

ら
な
い
先
も
み
ら
れ
る
」

（
野
村
総
合
研
究
所
の
高

田
貴
生
上
級
シ
ス
テ
ム
ア

ナ
リ
ス
ト
）
と
い
う
指
摘

も
あ
る
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
の
Ａ
Ｍ
Ｌ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｂ
ａ
ｎ

ｋ
Ｓ
ａ
ｖ
ｉ
ｏ
ｒ
（
バ
ン

ク
セ
イ
バ
ー
）
」
は
、


機
関
以
上
が
採
用
し
て
い

る
。
金
融
犯
罪
対
策
に
必

要
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
持
つ
統
合
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
だ
。

　
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は

主
に
３
シ
ス
テ
ム
。
２
０

０
５
年
か
ら
展
開
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
始
め
、
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や

年
に

拡
充
し
た
顧
客
リ
ス
ク
評

価
を
提
供
し
て
い
る
。

　
国
内
ベ
ン
ダ
ー
と
し
て

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
強
み
。
定
期
的
な
ユ
ー

ザ
ー
会
に
よ
り
、
情
報
共

有
を
促
進
。
対
応
人
員
が

限
ら
れ
る
金
融
機
関
に
向

け
て
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
外
部
委
託
）

で
顧
客
デ
ー
タ
の
精せ

い

緻ち

化

を
支
援
す
る
。

　
顧
客
格
付
け
や
不
正
取

引
の
リ
ス
ク
判
定
で
は
、

検
出
基
準
の
設
定
や
調
整

が
重
要
に
な
る
。
同
社
は

分
析
・
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の

専
門
チ
ー
ム
を
有
し
、
豊

富
な
導
入
実
績
を
生
か
し

た
助
言
を
す
る
。
共
同
型

シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
個
別

導
入
に
も
対
応
し
、
要
件

に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応

も
可
能
だ
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
な
ど
が
設

立
し
た
銀
行
業
高
度
化
等

会
社
の
Ａ
Ｃ
Ｓ
ｉ
Ｏ
Ｎ

（
ア
ク
シ
オ
ン
）
は
、
不

正
検
知
サ
ー
ビ
ス
「
Ｄ
ｅ

ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
（
デ
ィ
テ

ッ
カ
ー
）」を
提
供
す
る
。

複
数
の
地
域
銀
行
や
証
券

会
社
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら

引
き
合
い
が
あ
り
、
導
入

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

　
現
場
で
培
っ
た
知
見
を

も
と
に
、
不
正
検
知
モ
デ

ル
を
設
計
。
「
未
然
防
止

の
視
点
か
ら
被
害
を
抑
え

る
」（
安
田
貴
紀
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

と
、
犯
罪
の
兆
候
を
察
知

す
る
デ
ー
タ
活
用
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
強
み
だ
。

　
業
態
を
越
え
た
情
報
連

携
の
仕
組
み
も
特
長
。
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
な
ど
、
金
融
以

外
の
事
業
者
と
も
デ
ー
タ

を
共
有
化
す
る
こ
と
で
、

単
独
で
の
取
り
組
み
よ
り

検
知
精
度
を
高
め
ら
れ

る
。
セ
ブ
ン
銀
が
５
年
に

わ
た
っ
て
対
策
を
講
じ
、

現
在
は
当
局
が
対
応
を
求

め
る
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
ブ

ラ
ウ
ザ
ー
言
語
に
着
目
し

た
検
知
も
標
準
搭
載
だ
。

　
専
任
人
材
に
よ
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
担

当
部
署
の
目
標
設
定
か
ら

具
体
的
な
施
策
立
案
ま
で

手
掛
け
る
。
シ
ス
テ
ム
面

だ
け
で
な
く
、
実
運
用
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
ア
イ
テ
ィ
フ
ォ
ー
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
　
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｍ

ｉ
ｚ
ｅ
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
。
米
国
の
地

方
銀
行
で
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
審
査

を
受
け
た
「
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ

Ｆ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
」に
よ
り
、

国
内
金
融
機
関
の
対
応
を

支
援
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
、
百
五
銀
行

や
東
京
ス
タ
ー
銀
行
が
採

用
す
る
。
顧
客
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
機
能
で
は
、

リ
ス
ク
を
定
量
化
し
て
継

続
的
な
顧
客
管
理
に
つ
な

げ
ら
れ
る
。
口
座
開
設
時

に
確
認
を
す
る
ウ
ォ
ッ
チ

リ
ス
ト
・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
機
能
や
取
引
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
機
能
も
用
意
し
、
当

局
の
要
請
事
項
に
呼
応
し

た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
展
開

す
る
。

　

年
４
月
に
提
供
を
始

め
た
地
域
金
融
機
関
向
け

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、

従
来
の
製
品
よ
り
コ
ス
ト

を
３
割
以
上
削
減
。
導
入

に
か
か
る
期
間
を
最
短
３

カ
月
ま
で
短
縮
し
、
負
担

軽
減
も
図
る
。

　
今
後
は
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動

化
）
の
活
用
も
見
込
む
。

誤
検
出
を
低
減
す
る
た
め

の〝
し
き
い
値
〟調
整
や
、

マ
ネ
ロ
ン
に
か
か
る
人
員

を
抑
え
る
た
め
の
自
動
化

な
ど
を
図
っ
て
い
く
。
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